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三次元的にドレープした布の美的外観に
およぽす容積効果
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まえ が き
布の段大の特徴であり，被服材料としての適性の要因
であるドレープ11.忌む安定した形態を中心に，ノード
数が場合によりtr!j'l域変化する。この変化は. ドレープの
美しき.さらに衣服の外観を左右する一つの困 Fである
と考・えられる。
f足米， ニ次 1己的ドレープの形態や外観については.
れる立体的なドレープの形状変化に対する外観に11. さ
らにボリューム!必が大きな影響を及ぼすことカ‘Arえられ
る.
ここでは，ノード数の変化にともなうボリュームの変
動とドレープの外観評価との関連について実験検討を行
なった。
E式 料
Hamburger1によるノードの形状係数を始め，これを法 試料として，生織物6点，シルクおよびシルクライタ
にした 2. 3の報告2131引がある。これらは，すべてドレ 織物(消尺地)5点の計Ill!;をとりあげた。その必t7(:を茨
ープしたぷ料の形態を.そのへム投影線関としてとらえ -1に，またHamburgerのドレープ係数必よぴハート Jレ
表現している。しかしノードが地減したときなどにみら ープ法による仰げ測さを表-2に示す。
表-1 .式料の;1)乙
重 量 厚 さ 糸密度/佃 糸の太さ(8)(d) 
試 料 組 織 (~/cnl) 〈剛〉 タテ ヨコ タテ ヨコ
絹 紡績糸平織 6. 2 O. 1 4 5 4 4 3 6 7 O~ 6 68 
生 綿 1 1 O. 5 O. 2 2 0 5 2 2 6 4 0 4 0 
ポリノジック 1 9.8 O. 1 9 7 37 3 1 4 0 4 0 
織 キュプラ 1 1 0.1 0.1 98 2 4 2 1 4 0 4 0 
アセテート フィ平ラメ織ント糸 7. 8 0.1 3 !l 4 4 2 8 1 20 d 120 
物
ナイロ ン 1 6. 4 O. 1 1 6 4 4 3 6 7 0 7 0
絹 フィr義ト糸 7. 3 0.1 75 6 3 3 6 0 9 6 
:，.1・J
Jレ)v キュプラ 1 7.3 0.1 6 7 5 8 3 6 6 3 7 4 
ク2 メンテ，JV 1 9.0 0.20 3 4 7 4 2 4 4 8 1 イ
織ク ポリエステル 1 7. 7 0，1 7 1 7 7 3 6 5 9 5 5 
物 ベンゾエイト 1 8.2 O. 2 3 3 6 1 4 0 5 6 9 0 
???
一ω- 被
表-2ドレープ係数と幽げ剛さ
試 料
曲げ同開(1¥('αn) ドレープ係数
タテ ヨコ F (%) 
絹 24.2 15.3 16.7 
生 綿 84.0 39.1 39.6 
ポリノジック 78.4 36.5 28.1 
織
キュプラ 80.8 37.6 20.7 
物 アセテート 62.4 38.3 32.1 
ナイロ J 47.4 34.3 35.9 
ユJ 三J 絹 28.4 22.0 20.4 
ルヲJーイfレ キュプラ 66.5 28.8 22.0 
メンデル 53.2 26.7 18.2 
織? ポリエステル 79.9 12.1 25.4 
物
ベン/エイト 31.0 22.6 24.7 
実験
まず試:料を自由にドレープさせた時に.自然に発生す
るノード数の変化を把握する。円形試験片(直径22cm)を
支持台(5.5cm)にドレープさせ， JISに準じて上下に 3凪
鍛動させた後のノード数の出現専を求める。このデータ
をもとに， ノードを所定の数に変化させて， ドレープの
外観に関する'g'能検査を行なう。また，これらドレープ
のボリュームを表わすものとして，その体積綿少量すな
わち，すぼみ率，および各ノードの体績を求める。ドレ
ープの外観評価とすぼみ率(ボリューム)との関連を検討
する。
I 外観評価
l直後22cmの各種円形試験片を直径5‘5cmの支持台にドレ
ープさせ，所定のノード数(ここでは 3，4， 5の3段階)
に変化させて，これらの外観に関する官能検査を行なっ
た。 10名(男子l名，女子9名)の判定者に，一対比較に
より ，美しくドレープしていると思う試料を指摘させた。
この解析には8radleyの万法引を用い，判定比を求めた。
I すぼみ率
円形試験片をドレープさせた時に作り出される立体を
切頭円錐台としてとらえ，図ー lのようなモデルを考え
る。すなわち支持台面続 (fro2)とピヅチサーク Jレ商械
(πr2， ドレープ投影耐械に等しい面僚を持つ円)を上下
の底とした切頭円錐台を想定する。ついで垂下縮少した
容積として，試験片岡周(2πr )とピァチサ ー クル周
( 2πr)との差を底周とし，母線の長きがR-roである円
錐を仮想する。このモデルよリ切頒円錐台の体積聞と円
錐の体積(Vs)1.1:(1)式および(2)式によって求められる。
V=千 (r2十rro+ro2) .........(1) 
sfl. 
( 2 ) 
学
九=，J(R-ro)2_(r-ro)2 (円錐台の高さ)
Vs=午(R-r)2 位)
hs=，J (R-ro)2ー (R-r)2 (円錐の高き)
円錐の切頭円錐台に対する体積比をすぼみ率とする。
すぼみ率=Vs/V
ここでは外観判定の場合と同ーの条件で，試験片半径
R はllcm，支持台半径T。は2.75cmとし.rについては，
ドレープした試験片のへムラインを写真撮影し， そのピ
ッチサークルの面積から求める。
図-1 すIl'み率算出のための仮想問錐合と仮怨
円錐モデル
m ノードのボリューム
ピッチサークルを基にした各ノ ー ドのへム面積(Aι)を
底とし，母線をR-roとする円錐を図-2のように想定
する。各円安tの体積(Vi)を(3)式により算出し，そのバラ
ツキを求める。
図-2 ノー ドの体積算出モデル
Vi=士hiAi 間
hi=，J {R-ro)2ー (Ai/π)
こ、て-AiはIと同 じドレープした試験片のへム線の写
真から求める。
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結果とその考察
各種試験片を自由にドレープさせたときのノード数の
発生率を表-3に示す。ノ ー ド数(凸の数)は4倒 を中心
に3-5個の範囲に変動している。
表-3 ノード数の発生状況
ノード発生率(%)
2式 科 ノード数 ノード数 ノード数
3 4 5 
絹 。 35 65 
生 綿 5 0 5 0 。
ポリノジック 1 0 5 0 40 
• キュプラ 。 50 50 
物 アセ テ 卜ー 20 4 0 40 
ナイ ロン 20 7 0 10 
Lくン
絹 。 25 7 5 
JレJレ キュプラ 。 1 00 。
72 
イ メンデル 。 5 0 50 
ク
織 ポリエステル 1 0 6 0 3 0 
物 ベノゾエイト 1 0 6 0 3 0 
これに法づき，ノード数を 3， 4， 5と変化させた場
合のドレープの外観に関する官能検貨の結巣を表-4に
示す。評点は，判定者が美しいと評価した試料に l点，
そうでないものに 2点の得点を与え，10人のデータを集
計したものである。これをBradleyの方法により解析し.
? ?
判定比を得た。 各ノード数聞で， 'I'~Jl.E比の大さきが外観
の美しさの順位を示している。判定比については，検定
を行ない，その妥当性を確認した。すなわち 3， 4， 
5の各ノード数における外観評価には著しい差が認めら
れ，ノー ド数の増加iにともない. ドレープの美しさに対
する評価は高くなる。
さらに，判定者に美しいと思う評価基準を質問 してみ
ると，ほとんどがドレープの外観を全体的に犯縫，判定
しており，そのボリューム感が大きく影響していること
が認められた。
そこで， ドレープのボリュームに関して，求めたすぼ
み率を，円錐台の体積および円錐の体械と共に表-5に
示す。 ドレープ係数が試験片のへム投影面積の縮少率を
7Jミすのに対し.すぼみ率は， ドレープし た試験片の二次
元的な容積縮少率を表わすものである。
/←ド数の1哲i岐によるボリュームの変化率は試料によ
り民なるが，同一試験片では， 一般にノ ード数が地すに
つれてすぼみ率が減少する。すなわち，ノード数のJt:加
にともなって， ドレープのボリュームが地大する。この
傾向は.曲げ剛きおよびドレープ係数の小さい絹よリ ，
!明くてドレープ係数の大きい木綿や化学繊維フィラメン
ト織物(表-2参照)などに顕著に認められた。
さらに.ボリュームの分布状態を検討するため.各ド
レープ条件における各ノ ードの体積を測定し， その‘ド均
値と様準偏差および変動車を表-6!ニぷす。
表-6より生織物， シルクライ 7織物いずれの場合 も
表-4 有能評価
評 点 判 定 比
試 料 ノー ド数 ノード数 ノード数 ノー ド数 ノー ド数 ノード数
3 4 ら 3 4 5 
絹 4 0 2 9 2 1 。 0.1 0 O. 9 0 
生 綿 3 9 3 0 2 1 0.0 1 0.09 0.9 0 
ポ リノ ジ γク 39 2 9 2 2 0.0 2 O. 1 8 O. 8 1 
織
キュプラ 3 8 3 1 2 1 O. 0 2 0.0 8 O. 9 0 
物 アセテー ト 3 6 31 2 3 O. 0 8 0.1 9 O. 7 3 
ナイロ ン 3 5 3 4 2 1 0.04 0.05 0.90 
絹 4 0 2 9 2 1 。 0.1 0 0.9 0 
ンン
;v ~レ キュ プラ 3 9 28 2 3 0.0 2 O. 2 7 0.7 1 
ク ク
イフ メンテ';レ 3 7 3 2 2 1 0.0 3 0.0 7 O. 9 0 
ク
物織
ポ リエステ ル 37 30 2 3 O. 0 6 O. 2 1 0.7 3 
ベンゾエ イト 39 3 0 2 1 O. 0 1 0.0 9 O. 9 0 
( 3 ) 
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袋一 5 すぼみ率
円・台の 円体鎌 田種
鼠 科 ノー ド1: 体V(a!積〉 v. (a!) 
a 4 65.6 1 77.5 
綱 4 ‘5 1.4 1 85.0 
s 493.8 1 6 2. 3 
s 5 4 0.5 1 3 4.3 
生 綿 ‘ 57 0.3 1 1 4.7 
s 60 1. 9 91.0 
s 4 9 2.1 1 6 3.4 
ポリノジヲ ク 4 526.4 1 4 3.0 
s 54.5.6 1 31.1 
• 4 8 7.4 1 65.8 3 
a‘=‘ヲラ ‘ 
5 1 0.9 1 5 2. 2 
s 5 4 2.2 1 3 3.2 
3 5 1 2. 7 1 51.3 
物 ア..テ トー ‘ 
562.3 1 2 0.3 
5 584.0 1 05.2 
3 54 8.3 129.0 
ナイロン ‘ 57 8.2 1 09.2 
s 594.9 96.8 
3 4 4 4.6 1 88.1 
綱 4 4 0 5.0 205.9 
ν 5 4 53.1 1 8 4.2 
'" タ 3 4 2 7.2 1 9 6.3 
お キ皐プラ 4 4 1 8.8 20 0.0 
よ 6 4 9 7.2 1 6 0.3 
ぴ
'" s 
3 8 1. 1 2 1 4.6 
/. メンデル 4 4 1 1.6 2 0 3.1 
ク 5 4 4 4.6 1 88.1 ラ
イ s 4 2 8.3 1959 
タ ポリエステル 4 4 7 8.2 1 7 0.8 
• 5 524.7 1 4 .1 物 s 4 56.0 1 8 2.7 
ベンゾエイト • 4 6 2.2 • 1 7 9.4 
5 50 0.6 1 58.3 
表-6 ノードの体積とバラツキ
ノー ド1舗の IJ準偏差
E式 料 体積
(aO SD 
絹 27.0 6.4 
生 綿 2 6.6 1 1.5 
>f!tJノジッ ク 27.8 7.2 
織 キュプラ 2 8.7 7.4 
アセテー ト 2 8.0 1 0.0 
物
ナイロ ン 26.1 9.2 
レ'ユ〆
絹 3 3.3 7.5 
)I; J~ キュプラ 3 2. 4 7.0 
ク2
織物イク
メンデル 2 9.1 8.6 
ポリ エステル 2 6.9 1 7.2 
ベンゾエイ ト 27.2 9.7 
L_ 
被
すぼみ$
0.381 
0.4 1 0 
0.3 29 
0.2 4 8 
0.2 0 1 
0.1 5 1 
0.3 3 2 
0.2 7 2 
世24 0 
0.340 
0.298 
0.24 6 
0.295 
0.2 1・
岨18 0 
0.235 
0.1 8 9 
邑163
0・23
0.508 
0.406 
0.459 
0.477 
0.3 22 
0.5 63 
0.4 9 3 
0.4 2 3 
。‘ 57
0.357 
也275 
。.40 1 
且388
0.3 1 6 
CV 
0.2 4 
0.43 
0.2 6 
0.26 
0.36 
0.35 
0.2 3 
0.22 
0.3 0 
0.6 4 
0.3 6 
s!l 
(4 ) 
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絹やキュプラにおけるノードのボリュームのバラツキが
小であり，均懸のとれたドレープ形態であることが認め
られる.一万.ポリ エステルはノ ー ドの体績のバラツキ
が大て九不均衡な形状であるこ とを示している。
ノード数の変化にともなう ボリュームのパラツキに関
して.一定の傾向は得 られなかった。
-g能評価による判定比 と，すぼみ率およびノードのボ
リュームのバラツキ(分布状態)との関連を検討すると.
!司一試験片ではノード数の増加にとも な，" ドレープの
ボリュームが精大 し，銀リ が出てくると，外観評価が向
くなった。また.前報引の官能検能検査の結果と も照合
すると，各種試験片の聞では，各ノードの体織のバラツ
キが少ない，すなわちノ ードの分布が均一で絞ったドレ
ープ形態を持つ ものはど美 しいと判定 された。
ま と め
ドレープの外観評価に及ぼすノード数の影響を.三次
元的に犯濯し. 検討することを 目的に実験を行なった.
ノード数 を3， 4， 5と変化させ ドレープさせた阿形試
験片について.官能検査による外観判定を行なうととも
に， その体積すぼみ率およ びノードのポリ ュームのバラ
ツキを測定した。
試験片半径(問llcmと支持台半径(To)2.75cmの比率のド
レープにおいては. ノー ド数の地加にとも なうドレープ
のボリュームの増加が， その外観を向上 させる。また各
ノードのボ リュームのバラツキが少なく均斉のとれた試
料は， より忽恕的なドレープ形態 を示すことが認められ
.  '・。
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Summary 
This paper deals with the theory and experiment of the volumetric effect of three dimensionally draped fabric exerted 
on its aesthetic appear釦 ce.
The reduced volume percentage from the volume ∞cupied with ideally suggested truncated cone formed by the 
dra院dfabric and tne volume variation held by the nodes are estimated 
The aesthetic evaluation is rated by sensory test and analysed by Bradley method 
The results obtained are as follows : the aesthetic evaluation of draped fabncs makes better with increase of the vol. 
ume∞cupied by the draped fabric and its weU-pro凹rtionedform depends on small variation of volumes ∞cupied by 
nodes 
(5 ) 
